
令和6年度 音楽科　　３年　　年間指導計画・評価計画

単元名 学習目標 評価規準
項目名 学習内容 知 思 態 評価方法

オリエンテーション 授業の受け方を理解する ○
歌唱「発声」
創作「リズム」

学習目標「基本の発声の習得」（以後継
続＝常時活動）
◎ハーモニーの美しさを感じ、歌声で明

○ ○ ○
☆笑顔で開口し、明るい歌声
を出そうと意欲的に試みてい
る。

８
月
９
月

1

１
１
月

2

１
２
月

2
鑑賞「ポピュラー音
楽」

学習の目標「ポピュラー音楽の特徴を理
解して，その魅力を味わおう」
◎リズム、音色、旋律、音の重なりなど
に注目しながら、ポピュラー音楽のよさ
や美しさを味わって聴く。

○ ○ ○

☆音楽の特徴や背景を理解
し、社会的役割や芸術的価値
を考えながら、そのよさや美
しさを味わって鑑賞してい
る。
［授業観察・筆記試験・ワークシー
ト］

1 著作権

学習の目標「ルールを守って音楽を楽し
もう」

○ ○

☆著作権のルールを知ること
で、生涯にわたり正しく音楽
を利用する方法を理解するこ
とができる。
［授業観察・ワークシート］

２
月

３
月

3
歌唱「式歌」
「混声合唱」

教材名「式歌」・「混声合唱」
◎これまでの学びを活かした歌唱活動を
創意工夫し、卒業を意識して学年が一つ
になり合唱する。

○ ○ ○

☆音楽の構造や歌詞と曲想と
の関係に関心をもち、主体的
かつ協働的に歌唱活動に取り
組もうとしている。
［授業観察・実技試験・楽譜の書
込み・ワークプリント］

☆曲想と音楽の構造や歌詞の
内容との関わりに関心をも
ち、音楽活動を楽しみながら
主体的・協働的に歌唱の学習
活動に取り組もうとしてい
る。
［授業観察・実技試験・楽譜の書
込み・ワークプリント］

1
0

１
０
月

歌唱「アメイジング
グレイス」

学習の目標「楽曲の背景を踏まえながら
曲にふさわしい表現を工夫して歌唱す
る。」
◎詩にこめられた思いが、旋律や強弱に
どのように生かされているかを感じ取
り、楽曲の背景をふまえながら曲にふさ
わしい表現を工夫して歌唱する。

○ ○ ○

☆曲の背景を踏まえた表現を
工夫し、適切な発声と明るく
響きのある声で歌唱すること
ができる。
［授業観察・実技試験・楽譜の書
込み・ワークシート］

歌唱「合唱祭に向け
て」「学年合唱曲練
習」

学習目標「仲間と共に表情豊かに合唱し
よう」
◎自分たちの歌うクラス曲を真剣に選曲
する。
◎歌う姿勢を身につけ、伸びやかな響き
のある声を出す。
◎他パートにつられず、ハーモニーを作
る。
◎曲の特性を活かし、表現を工夫して美
しい合唱に仕上げる。

○ ○ ○

☆曲に応じた発声や歌唱技術
を身につけ、詩の表現を工夫
しながら、明るく響きのある
声で歌唱することができる。
［授業観察・実技試験・筆記試験・
楽譜の書込み］

4
歌唱「全校合唱曲練
習」「学年合唱曲練

習」
○ ○

☆笑顔で開口し、学習した発
声を生かして歌唱できる
☆音楽の諸要素を生かして歌
唱することができる
［授業観察・実技試験］

2 鑑賞「バレエ音楽」

学習目標「楽器の音色に親しみながら，
オーケストラの響きを味わおう。」
◎楽器の音色に親しみながら、オーケス
トラの響きを味わう。
◎音楽の特徴とその背景となる文化や歴
史、他の芸術との関わりについて理解す
る。

○ ○ ○

☆楽曲の構造や芸術的背景、
音楽要素の働きとその表現効
果を理解し、主体的・協働的
に鑑賞活動に取り組んでい
る。
［授業観察・ワークシート・筆記試
験］

4 歌唱「花の街」

学習目標「詩や曲の背景を理解して歌お
う。」
◎詩にこめられた思いが、旋律や強弱に
どのように生かされているかを感じ取
り、曲にふさわしい表現を工夫して歌唱
する。
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学
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評価の観点

１
学
期

７
月

1

学習目標「音楽の諸要素を感じながら自
然で明るくのびのびと歌唱する」
◎歌唱の姿勢や発声の方法を学び体全体
で表現する。
◎歌詞や強弱記号などに注意して表現す
る。

○

○

４
月

５
月

☆音素材や構成上の特徴を理
解し、表現したいイメージに
即して創意工夫を凝らしなが
ら音楽を創作している。
［授業観察・発表］

5 創作「カトカトーン」

学習目標「クラス曲創作」
◎Webサイトのカトカトーンを利用し、ク
ラス目標を歌詞としてクラス曲を創作す
る ○ ○ ○


